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船舶事故調査報告書 

 

                              平成２２年１１月２５日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 釣客死亡 

発生日時 不明（平成２１年１２月２７日（日） １６時４５分ごろ～１８時１０分

ごろの間） 

発生場所 不明（沖縄県渡嘉敷
と か し き

村黒島南方沖～那覇市那覇港付近の間） 

事故調査の経過  平成２１年１２月２８日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

遊漁船 翔 海
しょうかい

丸、４.２トン 

 ２９６－９５７９沖縄、個人所有 

 １０.１９ｍ（Lr）×２.５８ｍ×０.８２ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、１６９.１７kＷ、昭和６３年５月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ４８歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成３年５月８日 

  免許証交付日 平成１８年３月７日 

         （平成２３年５月７日まで有効） 

釣客Ａ 男性 ６５歳 

 死傷者等 死亡 １人（釣客Ａ） 

 損傷 なし 

 事故の経過 

 

本船は、船長が１人で乗り組み、釣客３人を乗せ、慶良間
け ら ま

列島の黒島南

方沖の浅瀬を約７ノットで航行中、平成２１年１２月２７日１６時４５分

ごろ、船長が船尾で釣り道具を片付けている釣客Ａを見た。その後、速力

を約１５ノットとして那覇港に向かった。 

船長は、那覇港に着岸した１８時１０分ごろ、釣客Ａが行方不明になっ

ていることに気付き、ＧＰＳプロッターに記録された航跡をたどって捜索

に向かい、また、海上保安庁と沿岸の漁業協同組合に連絡した。 

釣客Ａは、巡視船等により捜索が行われたが発見されず、後日、死亡認

定により除籍された。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 １、視界 良好 

海象：うねり 約１ｍ、水温 約２３℃ 

 その他の事項 船長は、釣客Ａが釣り道具を片付ける際、操舵室後部に設けられたトイ

レの前にクーラーボックスを置いているのを見て、帰航中はトイレの扉に

背中をもたれて、クーラーボックス上に船尾方を向いて座っているものと

思っていた。 

釣客Ａの釣り道具は、整理されて、トイレの扉の前に置かれていた。 
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釣客Ａ以外の釣客２人は、遊漁を終えて帰途につくと、すぐに船室と前

部甲板上でそれぞれ仮眠していた。 

本事故時、釣客は救命胴衣を着用していなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

なし 

なし 

不明 

本船は、慶良間列島の黒島南方沖から那覇港に

向けて航行中、１６時４５分ごろ船上で目撃され

た釣客Ａが、１８時１０分ごろ那覇港において行

方不明となっていることに気付いたことから、こ

の間において、釣客Ａが落水した可能性があると

考えられるが、落水した状況を明らかにすること

はできなかった。 

原因 本事故は、本船が、慶良間列島の黒島南方沖から那覇港に向けて航行

中、釣客Ａが落水したことにより発生した可能性があると考えられる。 

 




